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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 87,778 △3.5 671 △70.3 917 △63.8 509 △65.1
24年12月期第1四半期 91,004 6.6 2,259 104.2 2,537 85.1 1,458 752.9

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 8,297百万円 （△11.5％） 24年12月期第1四半期 9,373百万円 （939.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 12.07 12.06
24年12月期第1四半期 34.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年12月期第1四半期 207,591 113,255 54.0
24年12月期 195,163 109,559 55.6
（参考） 自己資本   25年12月期第1四半期  112,132百万円 24年12月期  108,521百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
   平成24年12月期の期末配当金の内訳 普通配当13円00銭、特別配当88円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 10.00 ― 101.00 111.00
25年12月期 ―
25年12月期（予想） 10.00 ― 15.00 25.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 174,600 △2.9 850 △68.8 2,070 △48.0 1,080 △39.1 25.67
通期 359,200 2.4 4,000 26.0 5,670 6.7 2,900 4.3 69.16



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、従業員持株ＥＳＯＰ信託制度を導入しており、当該信託にかかる従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式については、四半期連結財務
諸表において自己株式として計上しております。そのため、上記の期末自己株式数には従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式の数が含まれてお
り、その株式数は、25年12月期１Ｑが296,700株、24年12月期が304,900株であります。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料で記述されている業績予想ならびに将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれて
おります。そのため、さまざまな要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。 
業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信【添付資料】４ページ「１．当四半期決算に関する
定性的情報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 42,655,400 株 24年12月期 42,655,400 株
② 期末自己株式数 25年12月期1Q 574,969 株 24年12月期 380,549 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 42,227,202 株 24年12月期1Q 42,230,696 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）の我が国経済は、海

外経済の持ち直しや円安・株高が進んだこともあって、回復の動きが見られます。昨年末来の、新

たな金融・経済政策への期待を背景とした円安加速により輸出環境は好転し、消費者マインドの改

善から個人消費は持ち直しています。ただし、欧州を中心に海外経済の先行不透明感は依然として

残っており、また、円安・株高が実体経済を刺激して本格的な景気回復に繋がるまでには時間を要

するため、こうした動きを注視する必要があると思われます。 

経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」によると、広告業の売上高は前年比較で昨年11月

より３ヶ月連続プラスに転じており、２月は0.5ポイントマイナスであったものの、安定して推移

しているといえます。欧州政府債務危機の再燃や新興国の経済成長率鈍化など先行きに対する不安

材料はあるものの、多くは見込まれておらず、今後も安定した状況が続くと思われます。 

このような環境の下、当社グループでは広告主のコミュニケーション投資効果（ＲＯＩ）の最大

化を重視したコミュニケーション・プログラムを提供するとともに、新興国・中国市場やコンテン

ツ事業においても積極的なビジネスを展開し、引き続き売上原価の厳格な管理、販売費及び一般管

理費の節減にも取り組んでまいりましたが、売上、利益とも前年を下回る結果となりました。 

 

当第１四半期連結累計期間の経営成績は以下のとおりであります。 

売上高は877億７千８百万円（前年同期比3.5％減）、売上総利益は116億１千１百万円（前年同

期比13.6％減）、営業利益は６億７千１百万円（前年同期比70.3％減）でありました。これに受取

利息５千８百万円、受取配当金２千７百万円、持分法による投資利益２千４百万円などを計上し、

経常利益は９億１千７百万円（前年同期比63.8％減）でありました。税金等調整前四半期純利益は

９億６千９百万円（前年同期比61.5％減）、四半期純利益は５億９百万円（前年同期比65.1％減）

でありました。 

 

当第１四半期連結累計期間の報告セグメント別の業績の詳細は、以下のとおりであります。 

（広告業） 

広告業における外部顧客への売上高は869億９千９百万円（前年同期比3.1％減）、セグメント

利益は９億６千１百万円（前年同期比61.0％減）でありました。 

売上については、国内子会社、海外子会社は増収しましたが、当社単体の減収が響き、総体と

して前年実績を下回りました。利益面につきましては、当社単体、国内子会社、海外子会社とも

に減益し、前年実績を下回りました。 
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なお、グループの中核である当社単体の業績、業種別・区分別売上は以下のとおりであります。 

売上高は766億５千９百万円（前年同期比3.0％減）、売上総利益は85億９千１百万円（前年同

期比15.1％減）でありました。引き続き販売費及び一般管理費の圧縮に努めましたが、固定費の

割合が大きいことから減益が響き、営業利益は７億７千１百万円（前年同期比59.3％減）であり

ました。 

業種別売上では教育・医療サービス・宗教、薬品・医療用品、不動産・住宅設備、自動車・関

連品、ファッション・アクセサリーなどの業種の広告主からの出稿が増加しましたが、家庭用品、

精密機械・事務用品、家電・ＡＶ機器、趣味・スポーツ用品、出版などの業種の広告主からの出

稿が減少しました。 

区分別売上では新聞広告、ＯＯＨメディア広告、ラジオ広告で前年同期に比べ増収でありまし

たが、その他の区分では前年同期に比べ減収でありました。 

 

当社単体の区分別の売上高、その構成比と前年同期増減率は以下のとおりであります。 

区分別売上（注） 
当期売上高 
（百万円） 

構成比 
（％） 

前年同期比 
（％） 

 雑誌広告 3,213 4.2 △0.5

 新聞広告 5,581 7.3 18.0

 テレビ広告 34,138 44.5 △8.0

 ラジオ広告 805 1.1 3.1

 デジタルメディア広告 2,561 3.3 △1.8

メ 
デ 
ィ 
ア 

 ＯＯＨメディア広告 2,651 3.5 3.6

小  計 48,952 63.9 △4.0

 マーケティング・プロモーション 15,198 19.8 △0.7
メ 
デ 
ィ 
ア 
以 
外 

 制作その他 12,507 16.3 △1.5

小  計 27,706 36.1 △1.1

合  計 76,659 100.0 △3.0

(注) １  広告市場の成熟化やメディア環境の多角化に伴い、当社は広告主にクロス・コミュニケーショ

ン・プログラムを提供しており、媒体別の売上を厳密に分別することが困難な場合があります。

従って、上記の区分別売上は厳密に媒体別の売上を反映していないことがあります。 

２  テレビには、タイム、スポット、コンテンツが含まれます。 

３  デジタルメディアには、インターネット、モバイル関連メディアが含まれます。 

（ＷＥＢサイト制作・システム開発などデジタルソリューションは「マーケティング・プロモ

ーション」に含まれます） 

４  ＯＯＨ（アウト・オブ・ホーム）メディアには、交通広告、屋外広告、折込広告などが含まれ

ます。 

５  マーケティング・プロモーションには、マーケティング、コミュニケーション・プランニング、

プロモーション、イベント、ＰＲ、博覧会事業、デジタルソリューションなどが含まれます。 
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（その他の事業） 

その他の事業である雑誌・書籍の出版・販売部門における外部顧客への売上高は７億７千８百

万円（前年同期比38.5％減）、セグメント損失は２億７千５百万円（前年同期は２億１千１百万

円の損失）でありました。 

出版市場全体の縮小に伴い収益確保が困難である環境下、雑誌の返本増加などにより減収とな

り、経費の圧縮に引き続き努めましたが営業損失でありました。 

 

（海外売上高） 

当社グループの海外売上高は、すべて広告業のものであり、当第１四半期連結累計期間の売上

高の8.5％（前年同期は8.1％）でありました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

前連結会計年度末（平成24年12月31日）と比較した当第１四半期連結会計期間末の財政状態は以

下のとおりです。 

資産合計は、時価の上昇による投資有価証券の増加などにより、前連結会計年度末に比べ、124

億２千８百万円多い、2,075億９千１百万円でありました。負債合計は、前述の投資有価証券の時

価上昇に起因する繰延税金負債の増加、仕入債務の増加などにより、前連結会計年度末に比べ、87

億３千２百万円多い、943億３千５百万円でありました。純資産合計は、1,132億５千５百万円、純

資産比率は、54.6％でありました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

昨年末から進む円安・株高を背景に景気回復の期待が広がっているものの、本格的な景気拡大に

至るかは不透明な状況にあります。広告市況の基調は当面は大きく変わらないものと予想されるた

め、第２四半期連結累計期間の業績予想値につきましては、前回予想に沿った値になるものと見込

んでいます。連結通期業績予想値につきましては、外需の回復、消費税増税前の駆け込み等による

景気拡大が予想されており、当社業績にも好影響がもたらされると期待されますが、現段階での各

企業の広告・販促活動の動向と当社業績への影響からみると概ね前回予想通りに推移するものと見

込んでいます。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(税金費用の計算) 

税金費用の計算にあたっては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更) 

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成

25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方

法に変更しております。 

これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微です。 
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,489 25,354

受取手形及び売掛金 84,128 84,046

有価証券 6,471 6,457

たな卸資産 7,032 9,090

その他 2,898 3,480

貸倒引当金 △257 △315

流動資産合計 124,762 128,113

固定資産   

有形固定資産 4,296 4,214

無形固定資産 2,342 2,420

投資その他の資産   

投資有価証券 55,312 64,761

その他 9,876 9,504

貸倒引当金 △1,426 △1,423

投資その他の資産合計 63,761 72,842

固定資産合計 70,400 79,477

資産合計 195,163 207,591
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 67,130 69,792

短期借入金 59 264

1年内返済予定の長期借入金 246 220

未払法人税等 337 451

引当金 1,211 1,716

その他 6,563 8,253

流動負債合計 75,548 80,698

固定負債   

長期借入金 246 246

引当金 1,771 1,671

その他 8,037 11,719

固定負債合計 10,055 13,636

負債合計 85,603 94,335

純資産の部   

株主資本   

資本金 37,581 37,581

資本剰余金 13,245 13,245

利益剰余金 45,428 41,804

自己株式 △746 △1,234

株主資本合計 95,508 91,397

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,553 20,407

繰延ヘッジ損益 △2 △0

為替換算調整勘定 △539 326

その他の包括利益累計額合計 13,012 20,734

新株予約権 5 8

少数株主持分 1,032 1,115

純資産合計 109,559 113,255

負債純資産合計 195,163 207,591
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 91,004 87,778

売上原価 77,572 76,167

売上総利益 13,431 11,611

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 4,856 4,960

賞与引当金繰入額 1,336 1,025

役員退職慰労引当金繰入額 11 12

役員賞与引当金繰入額 － 28

貸倒引当金繰入額 2 52

その他 4,964 4,861

販売費及び一般管理費合計 11,172 10,939

営業利益 2,259 671

営業外収益   

受取利息 59 58

受取配当金 21 27

持分法による投資利益 1 24

その他 236 160

営業外収益合計 318 270

営業外費用   

支払利息 5 4

不動産賃貸費用 5 5

投資事業組合運用損 － 7

その他 29 8

営業外費用合計 40 25

経常利益 2,537 917

特別利益   

投資有価証券売却益 2 216

その他 0 4

特別利益合計 2 220

特別損失   

投資有価証券売却損 － 62

投資有価証券評価損 0 26

事務所移転費用 － 41

その他 20 37

特別損失合計 21 168

税金等調整前四半期純利益 2,518 969

法人税等 1,066 441

少数株主損益調整前四半期純利益 1,452 527

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5 17

四半期純利益 1,458 509
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,452 527

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,261 6,854

繰延ヘッジ損益 43 1

為替換算調整勘定 616 913

その他の包括利益合計 7,921 7,770

四半期包括利益 9,373 8,297

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 9,353 8,231

少数株主に係る四半期包括利益 19 66
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

広告業 その他の事業 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 89,738 1,266 91,004 － 91,004 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

1 9 11 △11 － 

計 89,739 1,275 91,015 △11 91,004 

セグメント利益又は損失(△) 2,468 △211 2,256 3 2,259 

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額の主な内容は、セグメント間取引の消去および未実現利益の控除によ

るものであります。 

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

広告業 その他の事業 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 86,999 778 87,778 － 87,778 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

2 1 3 △3 － 

計 87,001 779 87,781 △3 87,778 

セグメント利益又は損失(△) 961 △275 686 △14 671 

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額の主な内容は、セグメント間取引の消去および未実現利益の控除によ

るものであります。 

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントの変更等に関する事項 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正

に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法

を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

これによる、当第１四半期連結会計期間のセグメント利益に与える影響は軽微です。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

(6) 重要な後発事象 

 

当第１四半期連結累計期間 

(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日) 

（株式報酬型ストック・オプション(新株予約権)の発行） 

当社は、平成25年５月13日開催の取締役会において、株主の皆様と株価を通じたメリットやリスクを共有するこ

とにより業績向上と株価上昇に対する貢献意欲や士気を一層高めることを目的として、会社法第236条、第238条お

よび第240条の規定に基づき、業務を執行する取締役４名および上席執行役員４名に対し、株式報酬型ストック・

オプションとして新株予約権を発行することを決議いたしました。 

詳細につきましては、本日付の「取締役に対する株式報酬型ストック・オプション（新株予約権）の発行に関す

るお知らせ」および「上席執行役員に対する株式報酬型ストック・オプション（新株予約権）の発行に関するお知

らせ」に記載のとおりであります。 
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